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Conway のライフゲーム（Game of Life）は二次元セルオートマトンの一種であり，簡単な規則
によって複雑な挙動を示すことで知られている．ライフゲームは図 1 のような格子上の世界に疑
似的な生物が配置されており，隣接セル中に生存する生物の数で次のステップにおけるそのセル
の生死が決定される． 
これまで，Conway のライフゲームを用いた研究は数多く行われてきた．ライフゲームの応用
として，CG における画像生成やアート作品の例がある．炎や煙，水といった自然現象を表現す
る際にライフゲームが用いられている．また，近傍を調べ自らの動作を変化させるという意味で
は，ネットワーク中のエージェントプログラムにも応用の可能性がある． 
しかし，Conway のライフゲームは初期様相（生存セルの初期配置）への依存性が著しく，定
常状態における生存密度の制御が難しい．そのため，エージェント挙動や自然現象のシミュレー
ションにおいて非常に扱いにくい． 
そこで，セルオートマトンの複雑な挙動を緩和するために生存規則に確率を導入することを試
みる．また，Conway のライフゲーム規則周辺の初期様相依存性を調べるために，決定論的な生
存規則を確率的に緩和するパラメータとして緩和値αを導入した．緩和値αを用いることによっ
て，初期様相のバリエーションに由来する最終生存密度のばらつきを抑えることに成功した．こ
のαの値は確率的ライフゲームの定常状態における生存密度の制御のために有用である． 
また，ライフゲームの考え方をネットワークエージェントなど色々な対象に適用していくため
には，標準的ライフゲームの枠組を拡大し，多様な条件下における挙動を検討する必要がある．
そこで，緩和値による生存密度制御手法が，正方格子とは異なるトポロジーに対しても有効であ
るのか検討を行った．具体的には，三角格子（図 2）とスケールフリーネットワークにライフゲ
ームを導入し，生存密度制御を試みた． 
いずれのトポロジーにおいても，確率的ライフゲームの一種である緩和値を導入した規則を用
いることで，初期様相依存性を緩和させ，定常状態の生存密度を制御できることを確認した． 
 
 
図 1 生存セルとその近傍セル 
 
 
 
図 2 三角格子上ライフゲームの 
  生存セルとその近傍セル 
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